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こ
の
た
び
の
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
の
内
容
は
、

「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た
保
険
者
機
能

の
強
化
等
の
取
り
組
み
の
推
進
」「
医
療
・
介
護
の

連
携
の
推
進
」、
そ
し
て
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
」
こ
の
３
つ
が
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
子
ど
も
な
ど

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
あ
い

な
が
ら
活
躍
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
高
齢
者
と
障
が
い
児
・
者
が
同
一
の
事
業
所
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
介
護
保
険
と

障
が
い
福
祉
の
両
方
の
制
度
に
新
た
に
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
対

象
ご
と
に
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
制
度
も
人

も
お
金
も
場
所
も
共
用
さ
れ
、
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
な
ど
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
向
け
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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平成30年度　事業計画の概要

　　住民が「他人事」ではなく「我が事」として、自分たちの
暮らしや地域に安心や生きがいを生み出せる社会を実現し
ていくため、新たな助け合いの仕組みづくりに挑戦します。

　　利用者満足度とサービスの質の向上を図りながら、
介護の仕事の魅力をここ「福祉の里めざみ」から発
信していきます。

「
個
」
を
支
え
る
事
業

1 心配ごと相談事業
2 生活困窮者自立支援事業（自立相談・家計相談）【受託】
3 福祉更生資金貸付事業・生活福祉資金貸付事業【受託】
4 緊急通報装置見守り支援システム運用事業【受託】
5 福祉サービス利用援助事業【受託】
6 デマンド交通事業
7 地域介護予防事業・介護予防支援事業【受託】
8 安心生きがい訪問事業【受託】
9 生活困窮者のためのフードサポート事業
10 いのちのバトン設置普及事業【受託】
11 経済的支援を必要とする世帯への商品券進呈事業
12 単身高齢者を対象とした歳末見守り訪問事業
13 要保護準要保護認定児童激励支援事業
14 災害救済金交付事業
15 車椅子の貸出事業
16 生活事故防止に向けた啓発

在
宅
で
の
「
介
護
」
を
応
援
す
る
事
業

1 家族介護支援事業（在宅介護者の集い開催）【受託】
2 指定居宅介護支援事業【介護保険】
3 介護予防支援・介護予防ケアマネジメント【受託】
4 訪問型サービス（介護予防訪問介護相当）事業【総合事業】
5 指定訪問介護事業【介護保険】
6 訪問自費介護サービス事業【保険外】
7 福祉有償運送サービス事業【保険外】
8 指定居宅介護・重度訪問介護事業【障害福祉】
9 指定通所介護事業【介護保険】
10 通所型サービス（介護予防通所介護相当）事業【総合事業】

11 指定認知症対応型通所介護・指定認知症対応型介護予防通所介護事業【介護保険】
12 指定短期入所・介護予防短期入所生活介護事業【介護保険】
13 指定短期入所事業【障害福祉】
14 在宅老人短期入所施設利用弾力化事業【受託】
15 日中一時支援事業【受託】

支
え
愛
の
「
形
」
を
つ
く
る
事
業

1 飯豊町地域福祉活動計画の推進
2 集落ワークショップ開催
3 生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員配置）【受託】
4 　新　支え合いマップ作成事業
5 単身高齢者のための会食サービス事業
6 ふれあいグラウンドゴルフ大会開催事業
7 小地域見守り活動支援事業
8 ふれあい・いきいきサロン活動育成支援事業
9 おしどり金婚さん記念品贈呈事業
10 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
11 ふれあい展示コーナー設置
12 中学校同窓会支援事業
13 　新　一人ひとりが輝くときみんなが輝く集落活動事例集作成
14 赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動

支
え
る「
人
」を
支
え
る
事
業

1 ボランティア活動振興事業
2 災害時支え合いボランティアの構築
3 青少年ボランティア育成・福祉学習の推進
4 ボランティアによる福祉年賀状作成事業
5 福祉の仕事に関する情報支援
6 福祉の心推進事業（祖父母への絵手紙コンテスト）
7 レクリエーション用具の貸出事業

信
頼
性
の
高
い
「
組
織
」
づ
く
り

1 社協広報「しあわせ」発行・ホームページ更新
2 福祉関係団体の育成支援
3 寄付文化の創造
4 職員の人材育成・介護人材の確保促進
5 福祉サービスに関する苦情対応
6 適正な介護保険施設の運営と経営の安定化
7 経営組織のガバナンスの強化
8 事業運営の透明性向上
9 地域における公益的な取組の推進

■重点目標　　

■事業項目（分野別）

Ⅰ

Ⅲ

　　地域に出向いていくこと（アウトリーチ）を徹底し、
支援につながりにくい生活課題の発見及び支援の
ネットワークづくりに取り組みます。

　　高齢者や障がい者等が安心して在宅での生活が継続
できるよう利用者やその家族、地域住民との信頼関
係を構築するとともに安定的な事業経営に努めます。

Ⅱ

Ⅳ
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〈
平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日
就
任
〉

　
　
　
　
　
　【
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
代
表
】

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
明
美（
松
原
）

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
さ
れ
る
皆

様
か
ら
の
苦
情
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
次
の
通
り
苦
情
相
談
窓
口
を
整
備

し
て
お
り
ま
す
。

　
処
遇
内
容
に
関
す
る
苦
情
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
関
す
る
申
し
立
て
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
苦
情
解
決
責
任
者
を
中

心
に
解
決
、
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
受
付
担
当
者
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
直
接
職
員
に
言
い

難
い
場
合
は
、
第
三
者
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
第
三
者
委
員
】　

　
木
村
　
勝
男
（
萩
　
生
）

七
二

－

二
八
一
九

　
遠
藤
　
善
夫
（
添
　
川
）

七
四

－

二
二
〇
一

　
渡
部
　
順
子
（
川
内
戸
）

七
七

－

二
四
六
七
　

【
解
決
責
任
者
】　

　
山
口
四
郎
右
衛
門
　

【
受
付
担
当
者
】　

　
介
護
施
設
関
係
（
事
業
所
）

紺
野
　
恵
子

　
地
域
福
祉
関
係
（
事
務
局
）

飯
澤
　
成
三

新
評
議
員
の
紹
介

平成30年度　収支予算の概要
【収入の部】
1. 事業活動による収入           単位 : 千円

【支出の部】
1. 事業活動による支出           単位 : 千円

社会福祉事業区分 予 算 額
社会福祉拠点 34,417
法人運営事業 26,630
緊急通報装置運用事業 2,480
共同募金配分金事業 3,447
福祉サービス利用援助事業 860
福祉更生資金貸付事業 1,000
基金運営事業 0

介護拠点 212,311
高齢者介護予防事業 6,830
居宅介護支援事業 20,450
訪問介護事業 26,918
通所介護事業 73,200
短期入所生活介護事業 80,821
生活支援体制整備事業 4,092

公益事業区分 予 算 額
困窮者支援拠点 2,438
自立相談支援事業 2,004
家計相談支援事業 434

収益事業区分 予 算 額
デマンド交通拠点 25,484
デマンド交通事業 25,484

合　　　計 274,650

2. 施設整備等支出
施設整備等支出 1,178

3. その他の活動支出
その他の活動支出 46,765

【支出合計（１＋２＋３）】　322,593千円

科　　　目 予 算 額 主　　な　　内　　容
会費収入 3,621 住民会費（1世帯 1,700 円）、賛助会費（関係者、関係団体等）
寄附金収入 100 指定寄附金

経常経費補助金収入 41,918 運営費補助金、デマンド交通事業補助金、共同募金配分金（一般募金及び
歳末たすけあい配分）

受託金収入 6,380 生活困窮者自立支援事業受託金、緊急通報装置運用事業受託金、福祉サー
ビス利用援助事業受託金、生活福祉資金貸付事業受託金　等

貸付事業収入 1,000 福祉更生資金償還金

事業収入 6,202 会食サービス利用料、デマンド交通事業利用料、しあわせ自費サービス利
用料、福祉有償運送利用料、広告料収入　等

介護保険事業収入 188,025 居宅介護料（介護報酬、利用者負担金）、地域密着型介護料（介護報酬、利用者負担金）、居宅
介護支援介護料、介護予防・日常生活支援総合事業、利用者食費・居住費、その他事業受託金

障害福祉サービス等事業収入 2,632 自立支援給付費収入　等
受取利息配当金収入 422 各基金等預金利子
その他の収入 290 雑収入等

合　　　計 250,590

2. 施設整備等収入
施設整備等収入 0

3. その他の活動収入
その他の活動収入 72,503 基金積立資産取崩収入、退職給付引当繰入金収入、繰入金収入　等

【収入合計（１＋２＋３）　323,093千円】

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ
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平成29年度　事業の特徴・決算概要
■事業トピックス

１
■会計概要

貸借対照表の要旨
（平成30年3月31日現在）　　　（単位：円）
科　目 金　額

資
産

流動資産 101,892,114
固定資産 533,473,713
合　計 635,365,827

負
債
及
び
純
資
産

流動負債 15,726,176
固定負債 63,569,366
純資産 556,070,285
　基本金 100,000
　基　　金 185,877,757
　国庫補助金等特別積立金 272,528,960
　その他の積立金 1,660,034
次期繰越活動収支差額 95,903,534
　（うち当期活動収支差額） －6,068,131

合　計 635,365,827

事業活動計算書の要旨　（単位：円）
（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）　

科　目 金　額
会費収益 3,623,200
寄付金収益 63,880
経常経費補助金収益 91,582,824
受託金収益 6,124,160
事業収益 6,087,300
介護保険事業収益 190,020,949
障害福祉サービス等事業収益 3,658,840
その他のサービス活動収益 3,549,948
サービス活動外収益 541,386
固定資産売却額 0
収益合計 305,252,487
人件費 178,349,425
事業費 27,581,323
事務費 94,628,890
共同募金配分金事業費 6,539,337
助成金費用 139,350
負担金費用 48,500
基金組入額 1,392,538
減価償却費 21,664,355
国庫補助金等特別積立金取崩額 －19,300,356
サービス活動外費用 277,255
固定資産売却損・処分損 1
費用合計 311,320,618
当期活動増減差額 －6,068,131

　　　　資金収支計算書の要旨　（単位：円）
（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）　

収　入 支　出
 事業活動 305,513,987  事業活動 318,593,040
 施設整備等 0  施設整備等 4,937,006
 その他 17,494,876  その他 7,808,149
合　計 323,008,863 合　計 331,338,195
当期活動収支差額合計 　－8,329,332
前期末支払資金残高 当期末支払資金残高
102,228,206 93,898,874

  ※計算関係書類等の閲覧を希望される方は、法人事務局に
  　お問い合わせ下さい。

2

3

改正社会福祉法の施行

　平成29年４月１日施行により、一社会福祉法人とし
て改正法に基づいた業務執行が行われました。具体的
には、社会福祉充実計画の策定や決算の手続きに関し
理事会と評議員会を２週間以上あけるなど新ルールに
則り、的確な対応を図ってきました。また、評議員と
役員による合同研修会を初めて実施し、社会福祉法人
として今後求められる役割について学びました。

生活困窮世帯への食の
無償提供事業を開始

　町内に居住する生活困窮者等に対し、町民等から寄
せられた食べ物を無償で提供する取り組みが29年10月
からスタートしております。町内独自に展開すること
で緊急的な支援にも対応できるようになりました。初
年度の食料寄付の件数は、半年で10件、利用実績は８
件となりました。

福祉の里めざみの
大規模修繕工事が完了

　平成12年４月に開所した在宅複合型老人福祉施設
「福祉の里めざみ」の屋根塗装及び外壁等修繕工事を
町からの補助を受けて実施しました。建物だけでなく、
役職員一同、心機一転ますます業務に精励し、町民の
皆様、利用者の皆様のご期待に沿うべく努力してまい
ります。

人事考課制度の運用開始

　人事管理の適正化、職員の資質の向上並びに勤怠意
欲の高揚を図ることを目的として、29年度から職員各
人ごとに勤務成績、職務遂行能力及び就業態度等につ
いて評価を取り入れ、次年度の昇格、昇給等に反映し
ております。今後、さらに適切な運用に繋げていくた
めにも、定期的に評価項目及び評価ルールを見直し、
また、積極的に考課者訓練を実施していきます。

皆様の物心両面にわたるご支援と
ご協力ありがとうございました
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平成30年度飯豊町社会福祉協議会職員体制（平成30年７月現在）

事業（部）所ごとの主な業務と職員の配置
注釈 常勤職員（臨時・再雇用を含）氏名掲載／係長以上の役職は顔写真 略字 嘱 嘱託職員　 臨常勤臨時職員　 再再雇用

法人事務局

事務局長 嘱

山口四郎右衛門

総務・地域福祉担当

係　長

飯　澤　成　三

主　任　　　　　國　分　恵　美
事務員　　　　　土　田　美穂子
地域支え合い推進員 嘱   
　　　　　　　　山　口　陽　子
事務員 臨　　　　石　川　奈穂美
（兼）事務員 臨　　新　野　友　美

法人運営管理・広報企画・地域福祉
活動計画・福祉資金貸付・ボランティ
ア福祉教育・支え合いの仕組みづく
り、共同募金・福祉サービス利用援
助事業・生活困窮者支援・福祉団体
育成・会費・各料金収納　等

らくらく筋トレ教室担当

介護予防運動指導員　伊　藤　美　紀

介護予防支援事業（町受託）

ほほえみカー予約センター

オペレーター 臨  新　野　友　美

デマンド交通事業（管理運営）

在宅複合型老人福祉施設「福祉の里めざみ」

施 設 長 嘱

紺　野　恵　子

在宅介護支援センター

統括係長
（管理者・
主任介護支援専門員）

川　﨑　美由紀

主任（介護支援専門員）渡　部　寿　子
介護支援専門員　小　杉　美　穂
介護支援専門員 臨 　横　沢　　　敏

介護保険指定居宅介護支援事業・介護
予防ケアマネジメント業務（町受託）

訪問介護ステーション

係　長
（管理者・訪問介護員）

髙　橋　玲　子

主任（サービス提供責任者）髙　橋　麻里子
ヘルパー（訪問介護員）臨  横　山　京　子
ヘルパー（訪問介護員）臨  青　木　美　沙
他　非常勤（訪問介護員１名）

介護保険指定居宅サービス事業・飯豊町介
護予防・日常生活支援総合事業第１号事業・
障害者自立支援指定サービス事業・安心生
きがい訪問事業（町受託）・訪問自費介護
サービス（保険外）・福祉有償運送事業

日帰り介護センター

（兼）係長
（看護職員・
機能訓練指導員）

山　口　いづみ

〈指定地域密着型通所介護・通所型サービス事業所〉

介護指導専門員（管理者・生活相談員）再  嘉　藤　美和子
主任（介護職員・生活相談員）土　田　広　行
ヘルパー（介護職員）臨  島　田　三恵子
ヘルパー（介護職員・生活相談員） 臨  佐　藤　光　恵
ヘルパー（介護職員）臨  片　倉　　　霞
〈指定認知症対応型（介護予防）通所介護事業所〉

（兼）主任（管理者）渡　部　寿　子
主任（看護職員・機能訓練指導員） 舩　山　美穂子
ヘルパー（介護職員・生活相談員） 渡　部　妙英子
ヘルパー（介護職員・生活相談員） 手　塚　嵩　史
ヘルパー（介護職員・生活相談員） 再 伊　藤　紀　夫
他　非常勤（看護職員２名・介護職員10名・送迎員３名）

介護保険指定地域密着型（介護予防）サービス事業・
飯豊町介護予防・日常生活支援総合事業第１号事業

短期入所生活介護センター

係　長
（管理者・生活相談員）

手　塚　栄　作

係長（看護職員・機能訓練指導員） 山　口　いづみ
主任（介護職員・生活相談員）田　中　裕　子
主任（介護職員・生活相談員）樋　口　靖　彦
（兼）主任（看護職員・機能訓練指導員） 舩　山　美穂子
ヘルパー（介護職員・生活相談員） 小谷部　利　恵
ヘルパー（介護職員） 鈴　木　涼　子
ヘルパー（介護職員） 渋　谷　美沙都
ヘルパー（介護職員） 小　浦　千　春
ヘルパー（介護職員）臨  飯　澤　敏　子
ヘルパー（介護職員）臨  坂　本　美穂子

他　非常勤（介護職員７名）

介護保険指定居宅（介護予防）サービス事業・障
害者自立支援指定サービス事業・日中一時支援事業
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福祉の里めざみ介護サービス利用料金の変更について
平成30年４月１日から介護保険法改正に伴い、

各サービス利用料（自己負担額）が変わりましたのでお知らせします。

　介護保険からの給付サービスを利用する場合の自己負担額は、介護給付費の 1割（一定以上
の所得のある方は２または３割）となります。但し、介護保険給付の範囲を超えたサービス利
用は全額自己負担となります。

●日帰り介護センター福祉の里めざみ（デイサービス） 当センター提供時間 : ６時間～７時間

Ａ　地域密着型通所介護【要介護１～５】
　　 （指定地域密着型サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要介護１ 641円 662円

要介護２ 757円 782円

要介護３ 874円 903円

要介護４ 990円 1,023円

要介護５ 1,107円 1,144円

Ｂ　認知症対応型通所介護【要介護１～５】
　　 （指定地域密着型サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要介護１ 865円 871円

要介護２ 958円 965円

要介護３ 1,050円 1,057円

要介護４ 1,143円 1,151円

要介護５ 1,236円 1,245円

Ｃ　通所型サービス【要支援１＆２】
　　（総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要支援１ 1,647円 1,647円

要支援２ 3,377円 3,377円

Ｄ　介護予防認知症対応型通所介護【要支援１＆２】
　　（指定地域密着型サービス介護予防事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要支援１ 749円 749円

要支援２ 836円 836円

１割の料金 : 日額 

１割の料金 : 日額 

１割の料金 : 日額 

１割の料金 : 日額 

【 加算（減算）項目 】※保険適用料金
〈サービス種別Ａ～Ｃ共通料金〉

①入浴介助加算 50円（回）

②中重度ケア体制加算 45円（回）

③サービス提供体制加算（Ⅱ） 6円（回）

介護予防通所介護の場合　　  要支援１：24円　
　　　　　　　　　　　　　  要支援２：48円

④送迎減算（片道あたり） －47円（回）

⑤【新】個別機能訓練加算（Ⅰ） 46円（回）

⑥介護職員処遇改善加算（Ⅰ）算定単位数の5.9％

認知症対応型通所介護の場合（介護予防含） 
算定単位数の10.4%

【 実費料金 （保険外）】

①食事代
改正前 改正後（30年4月から）

600円（食） 650円（食）
※当日のキャンセルは食材費をご負担いただきます
のでご了承ください。

※その他、オムツ、レクリエーションに係る材料費等
は実費を徴収します。

【日帰り介護センター福祉の里めざみ　　TEL：０２３８－８６－２２３７】
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●訪問介護ステーション福祉の里めざみ（ホームヘルプサービス）

Ａ　訪問介護【要介護１～５】
　　（指定居宅サービス事業）

保険適用後料金
身 体 介 護

保険適用後料金
身 体 介 護

改正前 改正後（30年４月から） 改正前 改正後（30年４月から）

20分未満 182円 182円 － － －
20～30分未満 270円 273円 20～45分未満 201円 199円
30～60分未満 427円 433円 45分以上 248円 245円
60～90分未満 620円 603円 － － －
90分～

（30分単位で加算） 88円 83円 － － －

Ｂ　訪問型サービス【要支援１＆２】
　 （総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

概ね週１回程度 1,168円 1,168円
概ね週２回程度 2,335円 2,335円
概ね週３回程度 3,704円 3,704円
※特定事業所加算（Ⅱ）の体制を整備しているため上記金額には評価加算（基本料金の10％）が含まれております。
※早朝（６時～８時）及び夜間（18時～ 22時）の提供は上記加算以外に基本料金の25％、深夜（22時～６時）は50％
が加算されます。

【訪問介護ステーション福祉の里めざみ　　TEL：０２３８－８６－２２３１】

１割の料金 : 日額 

【 加算（減算）項目 】※保険適用料金
〈サービス種別Ａ・Ｂ共通料金〉

①初回加算 200円

②緊急時訪問介護加算 100円

③介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 算定単位数の13.7％

１割の料金 : 日額 

●短期入所生活介護センター福祉の里めざみ（ショートスティ）

Ａ　短期入所生活介護【要介護１～５】（単独型ユニット）
　　 （指定居宅サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要介護１ 718円 723円
要介護２ 784円 790円
要介護３ 855円 863円
要介護４ 921円 930円
要介護５ 987円 997円
Ｂ　介護予防短期入所生活介護【要支援１＆２】（単独型ユニット）
　　 （指定介護予防サービス事業）

保険適用後料金 改正前 改正後（30年４月から）

要支援１ 539円 543円
要支援２ 655円 660円

１割の料金 : 日額 
【 加算（減算）項目 】※保険適用料金
〈サービス種別Ａ・Ｂ共通料金〉

①送迎加算（片道あたり） 184円（回）

②看護体制加算（Ⅱ） 8円（日）

③生活サービス提供体制加算 12円（日）

④緊急短期入所受入加算※7日限定 90円（日）

⑤長期利用者提供減算※30日超過 －30円（日）

⑥介護職員処遇改善加算（Ⅰ）算定単位数の8.3%

【 実費料金 （保険外）】

①滞在費（居住費） 550円（日）

②食事代（朝300/昼580/夕500） 1,380円（日）

※その他、レクリエーションに係る材料費等は実費を
徴収します。

１割の料金 : 日額 

※住民税非課税（低所得世帯）の方は自己負担額の軽減措置がありますので担当ケアマネジャー等へお問い合わせください。

【短期入所生活介護センター福祉の里めざみ　　TEL：０２３８－８６－２２３６】
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施
設
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　

  

　
　
　紺

　野

　恵

　子

　
こ
の
度
、
本
年
４
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、

在
宅
複
合
型
老
人
福
祉
施
設
「
福
祉
の
里
め
ざ

み
」
の
施
設
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
紺
野
恵

子
と
申
し
ま
す
。
就
任
後
、
数
か
月
が
過
ぎ
る

中
で
、
改
め
て
施
設
長
と
し
て
携
わ
る
こ
と
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　「
福
祉
の
里
め
ざ
み
」
で
は
滞
在
型
の
短
期

入
所
生
活
介
護
、
日
中
お
過
ご
し
い
た
だ
く
通

所
介
護
、
地
域
に
出
向
く
訪
問
介
護
、
介
護
全

般
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
居
宅
介
護
支
援

の
４
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

ご
利
用
者
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
方
か
ら
本
施
設
を
「
利
用
し
て
み
た
い
」

「
利
用
し
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

利
用
し
て
い
き
た
い
」
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う

福
祉
の
里
め
ざ
み
の
強
み
を
生
か
し
、
地
域
に

根
差
し
た
施
設
づ
く
り
を
更
に
実
現
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
新
採
】〈
四
月
一
日
付
〉

　
■
在
宅
複
合
型
老
人
福
祉
施
設
　

　
　
施
設
長
　
紺
野
　
恵
子

【
異
動
】〈
四
月
一
日
付
〉

　
■
日
帰
り
介
護
セ
ン
タ
ー

　
　
主
　
任
　
舩
山
美
穂
子

　
　（
日
帰
り
介
護
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

　
　
短
期
入
所
生
活
介
護
セ
ン
タ
ー

　
　
主
　
任
　
樋
口
　
靖
彦

　
　（
短
期
入
所
生
活
介
護
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
パ
ー
）

職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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“老人クラブ歌と踊りの祭典”テーマは「握手」と「拍手」のシーン共有！ ７月２０日（金）
於：いいで旅館
参加者：202 名第１回飯豊町高齢者芸能発表会

　
飯
豊
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
会
長
　
米
野
彌
壽
男
）
が
主
催

す
る
「
高
齢
者
芸
能
発
表
会
」
が
、

７
月
20
日
、
が
ま
の
湯
い
い
で
旅

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
個
人
・

団
体
あ
わ
せ
て
25
組
50
名
の
会
員

に
よ
る
歌
や
踊
り
の
発
表
に
会
場

は
拍
手
と
笑
い
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
仲
間
と
と
も
に
歌
っ
て

踊
る
こ
と
は
、
自
ら
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
だ
け

で
な
く
、
周
囲
に
元
気
と
楽
し
み

を
与
え
る
魅
力
あ
る
活
動
で
す
。

今
回
は
じ
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
演
じ
る
側
だ
け
で
な
く

観
る
側
に
と
っ
て
も
「
拍
手
」
と

「
握
手
」
を
共
有
し
合
え
る
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

あんたが大賞
長谷川　清さん（黒沢）

まあまあうまかったで賞
後藤　新一さん（萩生東）

がんばったで賞
中津川大黒舞同好会
代表　岡　　桂さん

おもしろかったで賞
伊藤はる子さん・
鈴木　智子さん（高峰）

ヤッショー・マカ賞
長岡　秀雄さん・竹田　セイさん（中）

最高齢賞
安部　作弥さん
（手ノ子）

主演女優賞
志田　花子さん
（手ノ子）

主演男優賞
土屋　清蔵さん
（萩生西）

はつらつ賞
黒沢寿会よさこいソーラン
代表　鈴木　栄子さん

衣賞
萩生東部長生会女性部
代表　島貫　政子さん

チームワーク賞
萩生東部長生会芸能部
代表　勝見　敏雄さん
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　ご家庭の食料品を「おすそ分け」ください。

社協のフードバンクに
　　ご協力をお願いします

　いま、町内においても食べ物がなく、困っている家庭があります。町社会福祉協議会では生活困窮
状態にある方々を地元の皆様のご協力をいただきながら救済していくため、昨年の10月より独自の支
援体制を整え、「フードサポート事業」として事業展開を行っています。ご家庭で余分な食品があれば、
ぜひご協力をお願いいたします。

　フードバンクとは「食料銀行」のこと。
　まだ食べられるにもかかわらず、何らかの理由
で捨てられてしまう食べものを、地域のみなさま
から分けていただき、食べものを口にできずに
困っている人たちへ提供する活動です。
　人も食べものも救うことができる、新しい「食
のリサイクル」、それがフードバンクです（*^_^*）

※お米など量が多いものは保管場所について調整する必要がありますので、事前連絡をお願いします。

お問い合わせ：飯豊町社会福祉協議会事務局　☎0238（72）3353
受付時間：８時30分　～　17時15分（土日祝日除く）
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